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【講演者略歴】米倉誠一郎（よねくら・せいい
ちろう）1953年東京生まれ。一橋大学社
会学部、経済学部卒業。同大学大学院社会
学研究科修士課程修了。ハーバード大学歴
史学博士号取得（Ph.D.）。95年一橋大学
商学部産業経営研究所教授、97年より同
大学イノベーション研究センター教授。現
在、プレトリア大学GIBS日本研究センター
所長、季刊誌『一橋ビジネスレビュー』編集
委員長を兼務。アカデミーヒルズ「日本元気
塾」塾長として社会人教育にも尽力。イノ
ベーションを核とした企業の経営戦略と発
展プロセス、組織の史的研究を専門とし、多
くの経営者から熱い支持を受けている。
著書は、『創発的破壊 未来をつくるイノベー
ション』、『脱カリスマ時代のリーダー論』、
『経営革命の構造』等多数。

現在の日本が抱えている課題を解決するのには、ダイバーシティ（多様性）の視
点が重要である。どのように発想の転換をし、グローバル社会でどのように成長し
ていくことができるのか。現在の仕事の進め方、物事の見方や視点が単一的で、議
論をしていく習慣がないことも気づくかもしれない。情報提供の講義というより聴
き手が考える機会を与える講演。

20代で起業と同時に、テレビ朝日ニュースステーションのレポーターとして活
躍。30カ国以上を取材し、1989年日本で初めて女性の異業種によるビジネスネット
ワークを立ち上げ、1996年には、日本初女性向けポータルサイトを開設、同年、働
く女性が参加する国際女性ビジネス会議を開催。現在は日本最大級、800～1,000人の
働く女性が集まるビジネス会議となっている。2000年にバナー広告を一切掲載しな
い新しいビジネスモデルでイー・ウーマンを立ち上げる。その経験からみたグロー
バル社会と日本の違い。近未来への成長のキーワードとなるダイバーシティについ
て、イー・ウーマンでの事例を含めて語る。

アベノミクスでやや日差しが戻ったとは言うものの、日本の現状は決して明るい
とはいえない。なぜなら、日本企業のイノベーションによる生産性の低さが、根本
的問題となっているからだ。

しかし、幅広いイノベーションの概念を理解し、大胆な視点転換（パラダイム
チェンジ）を行えば、日本のもつグリーンイノベーションの可能性はかなり大きい
と確信している。しかも、日本が主導するグリーンイノベーションは、成長著しい
アジア・アフリカをはじめとするBOP市場が最も深刻に求めているものである。さ
らに、少子高齢化が進む先進国や中国にとっても、日本の環境技術やロボット技術
には大きな期待と希望が潜んでいる。

本講演では、こうした未来に向けて、イノベーションのあり方や企業戦略の方向
性、そして個々人が日々のイノベーションを継続していくことの重要性を考える。

【講演者略歴】佐々木かをり（ささき・かをり）
株式会社ユニカルインターナショナル代表
取締役社長、株式会社イー・ウーマン代表取
締役社長
その他の現職：国際女性ビジネス会議実行委
員長、米国エルマイラ大学名誉博士号、東京
大学非常勤講師、内閣府規制改革会議委員、
文部科学省中央教育審議会初等中等教育分
科会臨時委員、法務省法制審議会委員、総務
省情報通信行政・郵政行政審議会委員、国立
科学博物館経営委員、日本科学未来館総合
監修委員、一般財団法人インターネット協会
評議員、KDDI財団理事、日本電気株式会社
社外取締役、株式会社ニッセンホールディン
グス社外取締役、東京海上日動火災保険株
式会社社外監査役、他
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1日目 （11月21日）  午前

1 2

各種ポイントの認定対象となるーー

■CPU ■PDU ■PM教育受講証明 ■知識ポイント

■PDU

■ 知識ポイント（ITコーディネータ）

■CPU
発給ポイントは以下の通りです。（1時間当たり2ポイントが基本となります）
■ 1日目 （全時間出席の場合） ：10.5ポイント
■ 2日目 （1セッション・2.5時間） ： 　5ポイント
 （2セッション・5時間） ： 10ポイント

発給ポイントは以下の通りです。
■ 1日目 ： 5.25PDU
■ 2日目 （1セッション・2.5時間） ： 2.5PDU
 （2セッション・5時間） ： 5PDU

ITコーディネータ資格者には、協賛により、1日目は6時間30分、2日目は、1セッションは
2時間30分、2セッションは5時間の「知識ポイント」が付与されます。〔4時間当り1ポイント
相当（上限なし）〕

ご注意ご注意
PMI®へのPDU及びPMP®資格認定試験受験用受講証明の申請は必ず一括で行ってください。
（1日目・2日目を分割するとエラーになります）

ダイバーシティが経済成長のキーワード

創発的破壊：パラダイムチェンジとイノベーション

2013

今年のシンポジウムのテーマは、「新たな価値創造、そして成長」です。
“新たな価値創造”を目指し、市場や社会の隠れたニーズを発見し、それを現実のものとして具現化
することによって我が国の競争力を復活させ、“成長”に結びつけよう、そのためには“創造”すること
即ちイノベーションをどうおこすかを皆で考えてみませんか。
いま私たちに求められている大切なことは、グローバルの中における潮流を見抜き、先入観を打破

すること、想像力を働かせること、多様なものの見方をすること、洞察すること、市場や社会と新しい
価値を共創すること、ではないでしょうか。
本シンポジウムでは、この認識の下、価値創造について各分野で活躍されている方々に、講演並びに

セミナー／ワークショップをお願いし、学びと気づきの場を設けました。
基調講演は、イノベーションに関して一橋大学の米倉誠一郎教授、また多様性特に女性の能力の
活かし方に関して株式会社イー・ウーマンの代表取締役佐々木かをり社長の第一人者お二人にお願い
しております。
参加される皆様にとって有意義な二日間になれば幸いです。
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